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ひたちなか市議会として

東海第二原発孱稼働反対の決議を

ｍして識きたい愀情書

私は ２０１１ 年１２ｊ１３１， 日までの ３９ 年９ ヶＪＩの間、 日本原子力研究所で生きし

て来た者であ りますご この年の ３レ Ｊｊ の東京ｔ力福島第一原発事故につきまして

は、 「笥、子力村」にｇり まし た一一人 として大変串 し・ ない こと をしたも のだ と漾
－

い反省を しており ます。

その５ｉ：省にが ち、 私は、福島県の実情を加る必Ｗがあるこ と、 被害者への謝

罪も必要と考え、 事故の年 ６　ｊｊ に経産省の「富岡市Ｒ避難者の 自家箟車特出支

援」 ・「浪江ぢ民き難考の一ゆＸＺ：入 りま援」犬業務に参加し「着の身■めまま避難

した方力 」の支援をし 、そ して 、こ の年 ８天ｌには文科省め「福島支援放１ド１‘線管

９１班」 ・の仕事に参加してまいり ました。 その際、 福島駅近ぐの蕎麦ＪＩのレジの

４人、福島票庁の警備員の ｔＦ生、 －９立ち入り のｊｌ難 Ｒｒ民の方が へ［原子力研

究所職員 として事故防止にき立てなかー］） たこ と、 ご迷惑をおかけしていること

を深くお詫び申し上げる」 機会を得ました。

２０１２ 年ｌ ｊからは、自称「放叭篶戛定ポランテア」と して市Ｆ火」 のあちこち

のき間放射線ま串を測定しています。特にひたちなか市搾敷台加ｌち】の戛さ１ ．ｋｍ

ほどの県道■学路のケヤキ １１６本の並木の根ニ元は放射能の濃縮箇所 とな ってい

ますが、 管ＪＩ加Ｌ肖のＭがほ染等の措置を しないため、 毎年測定観察 して市役所
ｌ

に報告しております。 今年で７回になり ました。

、放射能の濃縮箇所は放射能源として舞い上がり によ る吸いｉＳみでの内部被

曝のを険ｔ帯にな ります。 Ｆち１部被曝は夕ｔヽお被Ｓよ りもた険なものです。 細胞で９

裂の速い子ど も達、若い方４に とっ てま意喚起が大ＩＪに なり ます。

さて 、２０１８年 ４Ｊｊ　ｌ４ 日の水Ｆ市でのほ演会で小泉・首相も語っており ま、し

たよ うに 、「事故 と言 うも・のは想定外が肖 たり 前であり ます」。

議会におかれましては、ひたちなか市の子ども達に安全安むな生活を伝える

名誉ある地位を発揮していただき、 ひたぢなか市の子 ども達が誇り ある大人を

り｜ き継いで行けるよ う願うものであり ます。

ぷ上のこ とか ら、 ひた ちなか市議会 として東海第二丿京発肖稼働反対の決議を

社１ して識きたく 陳情ずる次第です。
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